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荷
稲
地
区
を

　 

お
訪
ね
し
ま
し
た
！

▲あったかふれあいセンターこぶしでの楽

　しい「敬老祝賀会」の一コマ（9月15日）

　　

委 
員 
長　 　

副
委
員
長　 　

委　
　

員　 　
　  
同　
　

　
　  
同

　
　  
同

宮
川　

德
光

浅
野　

修
一

小
松　

孝
年

坂
本　

あ
や

藤
本　

岩
義

宮
地　

葉
子　 
　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
荷
稲
地
区
は
、
佐
賀
地
域
の
中

央
部
、
国
道
56
号
と
県
道
秋
丸
佐

賀
線
と
の
接
続
部
周
辺
に
位
置

し
、
地
区
長
に
よ
る
と
世
帯
数
は

27
世
帯
、
人
口
62
人
ほ
ど
の
小
集

落
で
、
そ
の
内
70
歳
以
上
の
方
が

約
20
人
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

　
当
地
区
は
、
住
民
の
ま
と
ま
り

が
良
く
、
少
人
数
な
が
ら
も
毎
年

の
地
区
内
の
清
掃
や
田
役
、
町
道

の
草
刈
り
な
ど
へ
の
積
極
的
な
参

加
も
頂
い
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
地
区
の
主
な
産
業
は
農
業
で
、

地
名
の
「
荷
稲
」
が
「
束
ね
た
稲
を

荷
う
」
か
ら
と
の
由
来
が
あ
る
ほ

ど
、
古
く
か
ら
盛
ん
な
稲
作
の

他
、
ハ
ウ
ス
園
芸
な
ど
も
多
い
と

の
こ
と
で
す
が
、
自
営
林
業
従
事

者
は
い
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
９
月
下
旬
に
お
伺
い
し
ま
し

た
が
、
彼
岸
花
の
真
赤
な
花
が
の

ど
か
な
風
景
に
彩
り
を
添
え
る

中
、
沢
山
の
温
か
い
笑
顔
に
も
出

会
え
ま
し
た
。

地
区
の
守
り
神

「
八
坂
神
社
」

▲

毎年10月最終日曜日の秋祭りでは、お神輿が地区内を

▲

集落活動センター前で地区フラ

ッグの紹介です（左が大石区長）

▲

　
当
地
区
は
、
高
齢
化
の
進
ん
だ

小
集
落
で
、
祭
事
な
ど
は
地
区

外
か
ら
の
ご
協
力
を
頂
く
な
ど
、

地
区
独
自
で
の
開
催
が
難
し
い

状
況
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
地
区
内
で
営

農
組
合
「
米
・
米
ク
ラ
ブ
」
を

立
上
げ
、
地
区
内
外
で
の
稲
作

や
ニ
ラ
栽
培
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
ま
た
、
周
辺
の
９
地
区
に
よ
り
、

地
域
全
体
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

「
佐
賀
北
部
活
性
化
推
進
協

議
会
」
を
立
上
げ
、
「
集
落

活
動
セ
ン
タ
ー
佐
賀
北
部
」

な
ど
を
活
用
し
た
地
域
づ
く

り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
議
会
や
行
政
へ
の
一
言
で

す
が
、
こ
れ
ら
の
地
区
や
地

域
の
活
性
化
に
向
け
て
、
よ

り
一
層
の
取
り
組
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

大石  正幸区長の声

荷
稲
地
区
の
遠
景

　
　
　 

（
上
と
右
）


